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健康寿命算出（Sullivan法）模式図
生命表関数と健康率より
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『健康』を何で測るか

• 障害の有無

• 生活の自立

• 病気の有無

• 主観的健康感



調査日前後の
就床状況

過去1年間の就
床日数

過去1ヶ月ずっ
と寝ている

過去1ヶ月の就
床日数

寝たきりの状況
介護/手助けや
見守りの要否

ADL 日常生活の自
立の状況

昭和49年 1974 国健 国健
昭和50年 1975 国健 国健
昭和51年 1976 国健 国健
昭和52年 1977 国健 国健
昭和53年 1978 国健 国健 厚基
昭和54年 1979 国健 国健
昭和55年 1980 国健 国健
昭和56年 1981 国健 国健 厚基
昭和57年 1982 国健 国健
昭和58年 1983 国健 国健
昭和59年 1984 国健 国健 厚基
昭和60年 1985 国健 国健
昭和61年 1986 国生:健康 国生:健康 国生:健康 国生:世帯 国生:世帯 国生:世帯
昭和62年 1987
昭和63年 1988
平成1年 1989 国生:健康 国生:健康 国生:健康 国生:世帯 国生:世帯 国生:世帯
平成2年 1990
平成3年 1991
平成4年 1992 国生:健康 国生:健康 国生:健康 国生:世帯 国生:世帯 国生:世帯
平成5年 1993
平成6年 1994
平成7年 1995 国生:健康 国生:健康 国生:世帯 国生:世帯 国生:世帯
平成8年 1996
平成9年 1997
平成10年 1998 国生:健康 国生:健康 国生:世帯 国生:世帯 国生:世帯
平成11年 1999
平成12年 2000
平成13年 2001 国生:健康 国生:世帯 国生:介護 国生:世帯
平成14年 2002
平成15年 2003
平成16年 2004 国生:健康 国生:世帯 国生:介護 国生:世帯
平成17年 2005
平成18年 2006
平成19年 2007 国生:健康 国生:世帯 国生:介護 国生:世帯
平成20年 2008
平成21年 2009
平成22年 2010 国生:健康 国生:世帯 国生:介護 国生:世帯

国民健康調査・厚生行政基礎調査・国民生活基礎調査における健康指標の変遷
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何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出できる

屋内での生活はおおむね自立しているが、介助なしには外出できない

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベット上での生活が主体であるが座位を保つ

１日中ベット上で過ごし、排せつ、食事、着替において介助を要する

不詳

日常生活の自立の状況別割合（%）
日本2010年

出典 : 2010年国民生活基礎調査



日本の健康寿命の推移（男）
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日本の健康寿命の推移（女）
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中国 身体健康状況 60歳以上、男女

出典 : 第6次全国人口普査（2010年）



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

总

计

60616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990919293949596979899

健 康 基本健康 不健康，但生活能自理 生活不能自理

中国 身体健康状況 60歳以上、男女

出典 : 第6次全国人口普査（2010年）



0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

60 65 70 75 80 85 90 95 100
歳

男 女

年齢別「生活不能自理」率
中国 2010年



韓国 活動制約類型(활동제약유형별)
2010年、5歳以上

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

年齢2010 制約なし ‐計제약없음‐계 2010 制約あり ‐計제약있음‐계

出典 : 2010年人口住宅総調査 2010인구주택총조사
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制約あり ‐計제약있음‐계 視覚、聴覚、言語障害시각,청각,언어장애

歩く、階段を登るなどの移動制約걷기,계단오르기등이동제약 精神疾患などの精神的制約정신적질환등정신적제약

学習、記憶、集中できない배우기,기억하기,집중하기 着替、入浴、食事に制約옷입기,목욕하기,밥먹기

買い物、病院へ行けない장보기,병원가기 （16歳以上）就職活動できない (16세이상)취업활동

韓国2010年 活動制約類型別割合
（複数回答）

出典 : 2010年人口住宅総調査 2010인구주택총조사
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年齢別非自立率 日中韓2010年
『非自立』の定義
日本 : １日中ベット上で過ごし、排せつ、

食事、着替において介助を要する
中国 : 生活不能自理
韓国 : 着替、入浴、食事に制約

出典)日本:国民生活基礎調査、 韓国:人口住宅総調査、中国:人口普査



日中韓60歳時余命と健康余命（自立余命）
60歳時余命

(年)
非自立期間

(年)
補正非自立期間

(年)
健康余命（自立余命）

（年）

日本 男 女 男 女 男 女 男 女

1978 18.15 21.67 0.65 0.90 0.76 1.06 17.39 20.62

1981 18.64 22.16 0.70 0.93 0.78 0.96 17.86 21.20

1995 20.28 25.31 0.27 0.51 0.41 0.84 19.87 24.47

2001 21.72 27.13 0.32 0.67 0.47 1.09 21.26 26.04

2010 22.75 28.28 0.34 0.53 0.50 0.96 22.24 27.31

中国 男 女 男 女 男 女

2010 18.52 20.79 0.57 0.88 17.95 19.91

韓国 男 女 男 女 男 女

2010 20.50 25.19 0.89 1.62 19.61 23.57

出典)日本:厚生行政基礎調査・国民生活基礎調査、 韓国:人口住宅総調査、中国:人口普査
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施設等の世帯人員数および総人口に対する割合
（日本 : 国勢調査）

1970 1980 1990 2000 2010

実
数

65～69歳 71,245 73,167 83,228 106,279 114,600
70～74歳 57,055 93,545 103,263 129,007 146,923
75～79歳 40,080 97,390 144,170 171,290 232,494
80～84歳 23,005 72,312 152,488 214,216 349,052
85歳以上 11,225 44,459 156,957 403,199 824,792

（再掲）65歳以上 202,610 380,873 640,106 1,023,991 1,667,861

割
合

65～69歳 1.9% 1.8% 1.6% 1.5% 1.4%
70～74歳 2.2% 3.1% 2.7% 2.2% 2.1%
75～79歳 2.7% 4.8% 4.8% 4.1% 3.9%
80～84歳 3.2% 6.6% 8.3% 8.2% 8.0%
85歳以上 3.5% 8.4% 14.0% 18.0% 21.7%

（再掲）65歳以上 2.8% 3.6% 4.3% 4.6% 5.7%

注 : 1970年は、準世帯の人員数



• 自立‐非自立の三カ国の定義に食い違いはな
いか

• 高齢者の貧困と健康・自立度

• 自立していなくても生きていられるということ
について


